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趣  意

　本館ではこれまでにも３Dの展示をした

ことがあります。その時は３D技術の原理

と獣医学教育における応用について紹介し

ました。今回はその次の段階として、国立

科学博物館の森健人先生が進めておられる

フォトグラメトリーという新技術を使って

作成した３Dプリントのレプリカ模型を紹

介することにしました。これを使えば、大

きな動物の全身でもレプリカが作れます。

実際に森先生は海岸に打ち上げられたクジ

ラのレプリカを作りました。今回の展示で

は通常の展示に加えて、ハンズオンコー

ナーに代表的な草食獣や肉食獣の頭骨と下

顎骨の組み合わせを展示して、動物によっ

てアゴの動きがどう違うかを手に触れて体

験してもらいます。これは大きな本物の標

本ではできないことで、３D技術ならでは

のものです。このことにより、動物の体の

つくりがいかにうまくできているかを、体

感ができるはずです。それは教科書や映像

では決してできないものです。

サバンナシマウマ

2019年5月14日（火）ー2019年 8月31日（土）

休館日、アクセス方法などの詳細は麻布大学いのちの博物館
ホームページをごらんください。　
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